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昭和何年 9月 1日

ぐ昭和H年4月2l日常三徴郵便物語里町〉

9 月め メモ
1・日=ム保険税9月分納期ム一般住民結核検診

(15日まで〕
3日 =ム青年大会大村市予選 (9時補助グラン

5日=ムモーターボ}ト第 1節 (7日まで)
1 0日=ム秋季種痘(38日まで各地区〕
1 1日=ム防火対象建物実地調査指導 (22日

まで〉
1 5日=ム としよ りの日ムとしよりの福祉週間

(2 1日まで〕 ム市県民税第二期分納期
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ヒ

を

・

台

風

の

時

①

停

房
審
季
翻
し
て
、

一場
所
(
も
よ
り
の
学
校
、
寺
院
な

以

意

一

日

刊

誌

同

町

十

日

れ

マ

ッ
チ

一ど

区

間

口

十
身
体
保
護

司
d

…沼
l

来
ま
し
た
。
一
④
風
速
二
十
五
訂

以
上
の
強
一

の
た
め
に
ロ

1
プ
な
ど
を
用
意
し

き

に
l

み
な
さ
ん
は
瓦
の
と
き
は
危
険
で
す
か
ら
、

な
吉
お
く
。

つお
2
3

.

す
で
に
台
風
一

る
だ
け
一戸
舛
に
出
な
い
よ
う
に
す
一
宝
口
風
の
と
き
は
強
風
に
よ
る

戸

Z

dF
.
の
準
備
は
し
一
る
。

一火
災
が
お
乙
り
や
す
い
の
で
火
元

%

は

げ

て
お
ら
れ
る
一
審
風
に
は
大
雨
を
と
も
な
う
一
に
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
気
を
つ
り
る
。

ゆ
こ
U

こ
と
と
思
い
一
乙
と
が
多
い
の
で、

河
川
流
域
の

一

@
海
岸
地
区
で
は
高
潮
、

震

相
列
目
件
・
ま
す
か
、
つ

一人
は
水
の
は
ん
ら
ん
に
注
意
し
、
一な
ど
に
、
と
く
に
注
意
す
る
。

時

中ι一
寸
ぎ
の
よ
う
な
一
危
険
の
と
き
は
定
め
て
あ
る
避
難
一

(消
防
毒
)
、

D
通

4

乙
と
が
ら
に
一

rlu

・

一

乱

象

・

と

く

侃

留

意

一

一
日
l
m
M
樹
の
大
枝

が

聖

な
る
。
瓦
が
飛
ぶ
。

剖
気
一
日
れ
γ時
一

…
d
d
M
M
U十
1
Mね
れ
科
目
い
計
風
浪
が
す
こ
ぶ
る

…

止

め

る

よ

う

に

し

て

く

だ

さ

い

。

一

ん

に

立

つ

。

お

1
m
M
樹
木
が
折
れ、

建

…

①
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
な

一

ど
の
気
象
通
報
に
常
に
注
意
す
る
一
…

風

速

の

見

わ

け

方

①
台
風
か
通
過
す
る
と
の
予
報
一
日
1
口
M
樹
の
幹
が
ゆ
れ
、
物
に
被
害
が
お
乙
る
。
棒
波
が

…

が
出
さ
れ
た
と
き
は
、
戸
、
窓
ガ
一
一
一普
通
に
歩
け
な
い
。
白
波
が
高
非
常
に
高
く
な
る
。

ラ
ス
な
ど
は
動
か
な
い
よ
う
板
な
一
一
く
な
る
。

mmM
以
上
建
物
に
大
被
害

…

ど
で
補
強
レ
、
瓦
は
針
金
な
ど
で

一

m
l
m
M
樹
の
枝
が
折
れ
、
が
お
乙
る
。
風
浪
甚
大

し
ば
り
つ
け
飛
散
し
な
い
よ
う
に

一一
煙
突
が
倒
れ
る
。
風
浪
が
高
く

す
る
o

li
--
:
:

ゆ

昨

月
十
月
か
ら
拠
出
制
国
民
た
。
係
で
調
査
レ
た
と
乙
ろ
固
た
坐
泊
が
約
束
さ
れ
る
と
い
う

ゆ

日
年
金
の
加
入
居
出
を
し
て
い
た
民
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
乙
と
で
す
。
出

向
だ
き
ま
し
た
が
、

某
氏
は
、
家
か
っ
た
た
め
、

母
子
福
祉
年
金

国
住
金
は
、
恩
給
や
年
金
均

ロ
庭
ま
活
に
保
険
料
を
納
め
る
余
は
も
ら
え
な
い
乙
と
が
わ
か
り
そ
受
給
し
て
い
る
者
と
職
場
の
口

町
裕
が
な
い
か
ら
と
、
奥
さ
ん
と
同
情
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
金
に
加
入
し
て
い
る
者
扱
除
町

一
と
も
に
乙
の
制
度
に
加
入
し
て
も
し
、
奥
さ
ん
が
加
入
し
て

い
た
国
民
倖
金
の
恩
給
制
度
で
泊

心
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
契
然

い
た
ら
最
低
年
額

一
万
二
千
円

す
。
農
業
者
、
漁
業
者
は
も
ち

U

X

の
急

病

で

七

月

-

[

ろ
ん
、
会
主
、
心

て

と

主

人

が

死

こ

ん

な

話

も

あ

り

ま

す

官
公
署

Lい
一

一
亡
し
て
し
ま
川

一一一一一一
国

民

年

金

に

未

加

入

で

一一一一一一一一

て
い
る
人
員

一

。
ま
し
た
。
夫

t

さ
ん
も
ど
主
人
口

一一
死
別
さ
れ
た
奥
さ
ん
は
幼
い
子
(
母
と
子
が
一
人
の
と
き
)
の

の
年
金
を
あ
て
に
す
る
ζ
と
な

U

U

供
を
か
か
え
て
生
活
し
て
行
か

年
金
を
子
供
か
中
堂
卒
業
ま
で
く
、
ま
ず
、
自
分
の
年
金
が
も
町

一
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
も
ら
え
る
乙
と
に
な
る
ほ
か
、
ら
え
る
よ
う
に
国
民
全
部
品
一

一口
乙
の
奥
さ
ん
は
母
子
世
帯
じ
な
子
ど
も
が
卒
業
し
た
ら
、
と
ん

入
し
て
お
く
と
と
が
必
要
で
す

D

F
-

恒
例
の
反
の
儲
し、

一口

』
段
。

一口
っ
た
の
で
す
か
ら
母
子
福
祉
年
ど
は
ひ
き
つ
づ
き
老
令
年
金
受
(
福
祉
事
務
所
)
ロ

ザ
叩
。
ぼ
ん
踊
り
大
会
は
八

一コ

ベ

一江
金
が
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
給
を
め
ざ
し
て
同
険
料
を

か

け

口

一
口
月
十
六
、

十
七

H
の
一c

画

一心
と
福
祉
事
務
所
に
申
し
出
ま
し
る
乙
と
に
よ
り
老
後
の
安
定
し

o

パ

ロ

両
H
伊
勢
町
中
央
児
一。

i
J

童
遊
園
地
で
夜
七
時
一

i
l
!
i
i
i
l
!
j
t
!
l
j
t
!
I
f
-
-
i

制
ぺ
半
か
ら
行
な
わ
れ
、

一

非

メ

ー

ト

ル

系

目

盛

の

抹

消

ま

言

語

り

つ

ぶ

し
て
も
か
ま
い

砕
い
う
ち
わ
に
ゆ
か
た
が
一

自

主

句

こ

し

て

く

花

さ

川

一ま
せ
ん
が
、
他
の
計

重

症

い

て
・
げ
の
市
民
多
数
が
大
一

自

l

L

Z
生
じ
手
の
で
、

か

fd
暮

れ

ν・
村
ワ
ル
ツ
、
十
五
夜
一

昭
和
三
十
七
年
一
月

一
日
か
ら
一ま
す
。

一理
業
者
に
依
頼
し
て

H
盛
抹
消
を

桶

ロ

盆

唄

な

ど

踊
り
で

一
メ
ー
ト
ル
法
の
完
全
実
施
が
行
な
一
そ
乙
で
、
期
限
か
来
て
か
ら
県
下
ア
レ
て
く
だ
さ
い
α

(

商
工
益
課
)

'
U
ロ
に
ぎ
わ
い
楽
し
い
一

一わ
れ
、
尺
貫
系
目
盛
の
つ
い
た
計
二

斉
に
抹
消
修
理
ヲ
る
と
と
は
、

一

Yp
--vf

れ
(
鈴
田
白
鳥
ほ
か
四

ιー
わ
川
口
夜
を
す
ご
し
ま
し
た
一警
は
す
ベ
て
、
使
用
す
る
乙
と
一
修
理
業
者
の
修
理
消
化
能
刀
か
ら
一
対

νれ
三

J

ム
林
道
H
一
喜
一

o
o
f
-
G十
七
日
は
、
ほ
ん
踊
一が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
乙
と
は
一考
え
て
不
可
能
で
す
か
ら
急
い
で

}

ぷ

γ

豪

雪

田

)

一り
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
な
わ
れ
、
古
一た
び
た
び
市
政
だ
よ
り
号
、
お
臼
主
的
に
刊
泊
す
る
よ
う
に
し
て
一
れ
よ
議
η

ム
農
道
橋
日
一
カ
所
(
鈴
田
横
山
)
一
町
五
区
、
水
田
ニ
区
、
久
原
地
区
一知
ら
せ
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
す
一ぐ
だ
さ
い
。
事
、
「
指
示
は
か
一

長

汁

・

;

:
ー」

ム
頭

望

遠

主

力

所

玄

ほ

か

、

鹿

市

か

ら

も

参

加

し

一で
に
ど
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す

一り

」

日

目

盛

板

員

匁

の

部

分

戸

、

，

J
i

、

ム
排
水
路
決
壊
H
一
カ
所
一
五
O
一四
チ
|
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
美
し
い
踊
一非
メ
ー
ト
ル
系
目
盛
の
つ
い
た
計

一り
を
披
露
、

渋
江
助
役
、
観
光
協
一量
器
の
非
メ
ー
ト
ル
系
目
盛
の
抹

ム
河
川
護
竺
部
決
壊
H
ニ
ニ
ヵ

一
会
役
員
ら
が
審
査
に
当
り
、

古
町
一望
さ
る
五
月
行
な
い
ま
し
た
が

所
一
九
三一

M

一
五
区
チ
ー
ム
が
冊
一
勝
し
ま
し
た
。

一ま
だ
乙
の
目
盛
の
つ
い
た
計
量
器

(
商
「
ム
水
産
訴
)
一を
も
っ
て
お
ら
れ
る
か
た
も
あ
り

佐古の川iζ児童進国地

子 園九墜と 空ス乙園佐
供さ日地乙地トの地古市
たれにしろと教敷がの内
ち た め 去 を な 会 地 で 川 杭
のもでる借つのはきに出
健 の た 八 り て 所 パ ま 児 津
全でく月受い有プし重郷
な す 開 十 げ た で テ た 遊 字

しを祉ん井 びたでて遊
た八専の田市社か?な地ロ
。月業思多内生けもく元場
ニ費明満本京て利でだと
十のに学町福い用きげし
四一際きニ祉ましる

( 日端しん 丁 車すてだ
霊にに大は目桑 .0 ~ ~ 
寄と村亡四 ら
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)ま円福さ地 呼供
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集
中
豪
雨
で
予
想
外
の
被
害

最
高
の
降
雨
量
は
一
-ー~晶

。
ミ
リ

十
一
時
ζ
ろ
か
ら
集
中
豪
雨
と
-
前
線
が
活
発
化
し
、
と
く
に
川
棚
一小
路、

大
村
駅
通
り
、
新
城
)

な
り
、
一
一
十
日
午
前
一
時
三
十
一
か
ら
大
村
諌
早
よ
空
に
停
滞
レ
た
一
ム
床
上
浸
水
U
四
十
二
一戸

分
ご
ろ
ま
で
約
二
時
間
三
十
労
一
た
め
集
中
豪
雨
と
な
っ
危
も
の
で

一ム
住
家
半
壊
H
一
戸

の
間
つ
づ
き
ま
し
た
。
瞬
間
最
一
す
。
乙
の
豪
雨
は
三
十
二
年
七
片
一
ム
住
家
一
部
損
害
H
一戸

大
雨
量
は
一
時
間
五
十
四
ミ
リ
一
二
十
五
日
の
豪
雨
と
ほ
ぼ
同
じ
出
ニ
ム
非
住
家
一
部
損
害

u
一
一同

を
記
録
、
総
降
雨
量
は
百
四
十
一
の
も
の
で
し
た。

一【
農
林
関
保
】

五
ミ
リ
(
十
九
日
午
前
九
時
J
一

被
害
状
況
(
八
月
二
十
四
日
現
一

二
十
日
午
前
四
時
・
大
村
豪
一在
)
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
な
玄
水
田
流
失
埋
没
日
四
三
ア
ー
ル

通
報
耐
)
で
鈴
出
地
区
に
お
い

一お
、
被
害
額
一L
つ
い
て
は
調
査
中
一
(内
田
川
流
域、

鈴
回
、
三
浦
、

て
は
ず
一
百
十
ミ
リ
の
最
高
記
録
一
で
、
復
旧
対
策
、
応
急
復
旧
な
と
一
福
草
地
区
)

を
示
し
ま
し
た
。
一
は
現
地
調
査
の
う
え
計
画
を
は
じ
一
ム
畑
中
間
失
埋
没
日
四
・
五
ア
ー
ル

一め
て
い
ま
す
。

一
(
大
村
全
逓

投
年
7
月

豪

雨

と

同

型

一
寸
Bi
l

l

i

-
-
l
l
i
l
ia
-

-

o
一
一
ム
田
冠
水
H
き

会

タ

ー

ル

一

一
建

築

物

関

係

一
一
(
内
出
川
流
域
、
鈴
回
、
=
浦
、

乙
の
豪
雨
は、

当
H
の
気
象
配
一
線
が
憩
に
南
下
移
動
レ
、
九
州
中
一

hl
li
li
a
-
-
1
1
11
1
1
1
1
l
l
l
lL

一掴
草
地
区
)

置
に
よ
れ
ば
大
雨
は
予
掛
さ
れ
ま
一
部
に
あ
っ
た
熱
情
性
低
気
圧
が
北
一
ム
床
下
浸
水

u一ニ四
O
戸
(
お
G
一
ム
家
畜
H
三
蝋

せ
ん
で
し
た
が
、
朝
鮮
南
部
の
前
一
進
し
、
佐
賀
県
、
長
崎
県
に
わ
た
り
一
に
水
主
町
、
東
本
町
、
旭
町
、

本
一
ム
鹿
道
決
壊
U
六
カ
所一

O
七
五

八
月
十
為
、
二
十
日
大
村
、
諌

早
地
万
を
襲
っ
た
豪
雨
で
、
市
内

の
大
上
戸
川
、
内
田
川
は
警
戒
水

位
を
突
破
し
、
市
内
の
一
部
は
床

下
、
床
上
浸
水
な
ど
も
続
出
し
、

河
川
も
相
当
個
所
が
は
ん
ら
ん
、

護
岸
の
決
壊
、
水
田
冠
水
な
ど
で

予
組
外
の
被
醤
が
あ
り
ま
し
た
。

八
月
十
九
日
午
後
八
時
ζ
ろ

か
ら
雷
鳴
を
と
も
な
っ
た
相
当

多
量

ω降
雨
か
あ
り
ま
し
た
が

全
市
民
手
洗
い
運
動
を
実
施
中
で
す
。

門
建
設
関
係
】

ム
河
川
護
岸
欠
壊
H
九
河
川
(
横

山
川
、
小
河
内
川
、
内
倉
川
、
白

鳥
川
、
稲
川
内
川
、
針
尾
川
、
南

河
内
川
、
津
水
川
)
四
一
カ
所
二

一
三
四
・
五
れ

ム
橋
り
ょ
う
H
一
カ
所
長
サ
四
・

一
一
以
(
市
道
松
尾
二
号
橋
)

ム
道
路
損
壊
H
ニ
カ
所
二
四

M

(
市
道
牛
小
川
線
、
針
尾
線
)

(
消
防
本
部
)

火
元
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う

① 

北
J 11 

l付

応
川
の
底
張
り

萱
瀬
北
川
内
、

白
川
は
勾
配
が
急
な
た
め
、
昭

和
三
十
一
一
年
七
月
二
十
五
日
水
害
で
川
底
が
洗

わ
れ
ま
し
た
の
で
護
岸
工
事
四
十

M
、
底
張
hν

延
長
百

九
十
一二一
討
を
実
施

し
ま
し
た
。

(
写
真

は
底
張
り
さ
れ
た
居
川
)

外
出
か
ら
帰
つ
に
あ
と
、
食
事
前
は
必
ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。



最
近
大
村
市
内
で
の
交
通
事
故

に
よ
あ
負
傷
者
は
毎
臼
の
よ
う

V
発
生
し
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が

要
期
間
入
院
さ
れ
る
と
い
ろ
有

様
で
、
と
の
事
故
の
原
因
は
自

動
車
運
転
者
、
ま
た
自
転
車
操

縦
者
あ
る
い
は
歩
行
者
の
ち
ょ

っ
と
し
た
不
注
意
が
原
因
と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
回
は

歩
く
人
と
、
自
転
者
利
用
者
の

か
た
が
た
に
そ
の
状
況
や
常
日

ど
ろ
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
乙

と
を
お
知
ら
せ
し
て
、
今
A
W

皆

さ
ん
の
不
許
意
に
よ
っ
て
事
故

易
起
し
た
り
、
起
さ
せ
た
り
し

て
肉
体
的
ま
た
同
精
神
的
あ
る

い
は
経
済
的
な
不
幸
に
お
ち
い

ら
な
い
よ
う
じ

?
2ゅ
ん
注
意

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
事

故
防
止
に
格
段
の
ど
協
力
を
お

願
し
ま
す
。

最
近
発
生
し
た
歩
行
者
ま
た

は
自
転
車
利
用
者
の
交
通
事
故

の
状
況
(
六
・
七
・
八
月
の
集

計
)
は
別
項
の
と
お
り
で
す
。

ωそ
の
償
断
歩
道
を
渡
ろ
う

と
す
る
と
き
は
右
左
か
ら
来
る

車
に
注
意
し
て
、
安
全
を
確
か

め
て
渡
る
乙
と
が
大
切
で
す
。

ω横
断
歩
道
が
設
け
ら
れ
で

あ
る
付
近
(
二
十

M
l五
十

M
川
)
で
向
う
側
へ
わ
た
る
と
き

は
必
ず
近
く
の
横
断
歩
道
(
わ

た
る
み
ち
)
ま
で
行
っ
て
そ
と

①
手
ば
な
し
ゃ
、

ふ
ら
つ
き

乗
車
は
し
な
い
乙
と
。

④
道
路
で
の
け
い
と
乗
り
は

し
な
い
乙
と
。

⑤
登
、
下
校
の
際
二
列
以
上

に
な
る
と
危
険
で
す
か
ら
一
列

で
道
の
左
端
を
進
行
す
る
乙
と

⑥
せ
ま
い
道
路
か
ら
広
い
道

路
に
出
る
と
き
は
必
ず
右
と
左

に
注
意
し
安
全
を
確
め
る
と
と

①
道
路
で
自
転
車
競
争
の
よ

う
な
乗
り
万
を
し
な
い
と
と

(
大
村
警
察
署
)

出
し
た
り
し
な
い
と
と
。

車

が
発
車
し
、
ま
た
は
通
り
過
ぎ

て
か
ら
右
と
左
の
安
全
在
確
め

て
ま
っ
直
ぐ
渡
る
よ
う
に
す
る

乙
と
。

ー

子
ど
も
の
保
護

①
子
供
【
児
童
(
太
オ

か
ら
十
三
才
未
満
)
幼

児

(
六
才
朱
満
)
】

が
付
添
う
乙
と
。

小
川
横
道
や
路
地
か
ら
子
供
を

急
に
と
び
出
さ
せ
な
い
こ
と
。

ム
軽
三
輪
が
自
転
車
に
衝
突

肘

(軽
三
輪
の
無
免
許
運
転

一一

五

日

間

の

け

が

)

町

八

月

〔
四

件

〕

山

ム
普
通
ト
ラ
ッ
ク
と
自
転
車
の
一

衝
突

(
自
転
車
が
急
に
道
路
一
一

に
と
び
だ
す
三
カ
月
の
け
河

が

)

桝

ム
ご
種
パ
イ
タ
が
幼
児
に
接
触
持

(
幼
児
が
車
道
に
と
び
だ
す
.

一

カ

月

の

け

が

)

市

ム
二
種
バ
イ
ク
が
歩
行
者
に
接
一
一

触
(
バ
イ
ク
の
徐
行
違
反
町

二
十
日
間
の
け
が
)
一
一

ム
普
通
乗
用
車
が
自
転
車
に
衝
'

袈

(自
転
車
が
自
動
車
の
直
間

前

で

右

折

死

亡

)

咽

(
以
上
八
月
十
六
日
ま
で
)
い

放

を

し

一
使

一

一
'

を

一
物

…
に
一
く

一

一
拍

車

品

一
う
一
康

一

ん

転

一

、
一
よ

一
を

一
う
一
割

自

一
り
…
い
一
路

一
よ
…
民

に
…
た
…
な
…
道

一
し
一
回

路
一
し
…
か
一

、
…
ま

ん

道

一
置

一
お
一
て
…
い
一
明

E には しろなわ除 散 上 生 チ 病 生 【 三
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十
日
間
の
け
が
)

歩

行

者

ハ、

ム
二
種
バ
イ
ク
と
自
転
車
の
衝

突

(バ
イ
ク
の
飲
酒
運
転

一
週
間
の
り
が
)

ム
普
通
ト
ラ
ッ
ク
が
幼
児
に
接

触
(
徐
行
違
反

h
q
)

ム
二
種
バ
イ
ク
が
自
転
車
に
接

触

(
バ
イ
ク
の
徐
行
違
反

十
日
間
の
け
が
)

ム
普
通
ト
ラ
ッ
ク
が
幼
児
に
接

触
(
ト
ラ
ッ
ク
の
徐
行
違
反

重
傷
)

七
月
〔
五
件
〕

ム
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
自
転
車
に

衝
突

(居
眠
運
転

十
日
閣

の
け
が
)

ム
一
種
バ
イ
ク
が
自
転
車
に
衝

突
(
J

ハ
イ
ク
の
徐
行
違
返

四
日
間
の
け
が
)

ム
軽
三
輪
が
自
転
車
に
接
触

(
軽
三
輪
の
徐
行
違
反
一週

間
の
け
が
)

ム
一
一
檀
バ
イ
ク
と
乳
母
車
の
衝

提

(バ
イ
ク
の
脇
見
運
転
十

日
間
の
付
が
)

歩
く
人
以
常
に
つ
ぎ
の
乙
と

泰
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
歩
行
と
車
道
の
区
別
の
'

な
い
道
路
で
は
必
ず
道

路
の
右
側
の
端
に
寄
っ

て
車
に
注
意
し
な
が
ら
通
行

す
る
乙
と
。

(三)

自
転
車
利
用
者
へ

自
転
車
を
利
用
す
る
人
は
常

に
つ
ぎ
の
乙
と
を
守
っ
て
く
だ

さ
い
。

(才293号)

絶
え
な
い
v
交
通
事
故

事
故
の
種
別
と
原
因

ち
ょ
っ
と
し
に
不
注
意
が
原
因

六
月
〔
八
件
〕

ム
二
種
バ
イ
ク
が
歩
行
者
に

接
触
(
バ
イ
ク
の
徐
行
違
反

一
週
間
の
け
が
)

ム
二
種
バ
イ
ク
が
自
転
車
に
街

突
(

h

q

h

q

)

ム
一
種
バ
イ
ク
が
歩
行
者
に
衝

契
(
バ
イ
ク
の
速
度
違
反
。
)

ム
畠
通
ト
ラ
ッ
ク
が
自
転
車
に

衝
突

(自
転
車
が
前
後
に
注

意
す
る
と
と
な
ぐ
急
に
右
折

り

を
保
護
す
る
責
任
の
あ
る
者
は

つ
ぎ
の
乙
と
に
注
意
す
る
乙
と

が
必
要
で
す
。

ω戸
通
の
激
し
い
道
路
ま
た

は
鉄
道
の
踏
切
付
近
で
は
遊
ば

せ
な
い
と
と
。

ω幼
児
に
は
一
人
歩
き
を
さ

せ
な
い
と
と
。
保
護
者
か
そ
の

保
護
者
の
代
り
に
な
る
監
護
者

①
自
転
車
に
乗
っ
て
右
か
左

に
曲
ろ
う
と
す
る
と
き
は
、
曲

ろ
う
と
す
る
方
の
手
を
少
な
く

と
も
三
十

M
く
ら
い
手
前
か

ら
水
平
に
あ
げ
合
図
し
、
前
後

に
注
意
し
な
が
ら
曲
る
乙
と
。

①
自
転
車
の
二
人
乗
り
は
非

常
に
危
険
で
す
か
ら
止
め
る
乙

と。

を
渡
る
よ
う
に
す
る
乙
と
。

小
川
車
道
を
斜
め
に
横
切
る
こ

と
は
危
険
で
す
か
ら
ま
っ
直
ぐ

に
横
切
る
乙
と
。

川
山
車
が
止
ま
っ
て
い
る
と
き

ま
た
は
間
近
い
所
を
進
行
し
て

来
て
い
る
と
き
、
パ
ス
か
ら
降

り
た
と
き
な
ど
、

急
に
車
の
前

や
後
か
ら
横
切
っ
た
り
、
と
び

②
歩
道
と
車
道
の
区
別

の
あ
る
遁
路
で
は
必
ず

歩
道
を
通
行
す
る
こ
と
。

①
道
を
歩
く
人
が
車
道
を
横

切
る
と
き
は
表
通
の
安
全
母
守

る
た
め
に
横
断
歩
道
(
わ
た
る

み
ち
)
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の

で
そ
と
を
渡
る
と
と
。

横
断
歩
道
の
わ
た
り
方

よt!. 

と
の
共
栄
策

(三
苫
先
生
)

前
九
時
J
前
十
時
三
十
分

A
専
門
居
化
の
方
法
と
そ

m
例

(福
永
先
生
)
前
十
時
三
十
分

1
十
二
時

B
金
融
と
仕
入
の
乙
つ
(
三
苫

先
生
)

一
時
l
二
時
三
十
分

B
商
庖
街
の
構
成
上
の
条
件

(福
永
先
生
)
二
時
三
十
分
J
四

時

(
商
エ
水
産
課
)

健
康
保
険
に
加
入

し

て

い

な

い

人

へ

本
年
四
月
か
民
国
民
皆
保
険
制
度

と
な
り
、
市
民
は
国
民
健
康
保
険

ま
た
は
、
そ
の
他
の
社
会
保
険
の

被
保
険
者
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
(
律
活
保
護
法
に
よ
あ
受
給
者

を
除
き
ま
す
)
乙
の
目
的
に
そ
い

現
在
国
保
脱
洩
者
の
調
査
老
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
つ
ぎ

百
貨
居
対
策
と
し
て
の
庖
舗
陳

l

i

の
要
領
で
出
彊
附
ま
た
は
保
険
衛

列
万
法
(
福
永
先
生
)

前

九

時

。
生
課
に
届
出
て
く
だ
さ
い
o

t十
ニ
時

ム
届
出
対
象
者
い
ず
れ
の
健
康

業
種
別
経
営
指
標
と
そ
の
方
法
保
険
に
も
は
入
っ
て
い
な
い
人
ま

一
時

t
四
時

た
は
世
帯

商
庖
茂
ひ
商
庖
街
の
照
明
に
つ
ム
届
出
期
間
九
月
一
日
か
ら
九

い
て
(
九
電
淵
先
生
)
四
時

t
月
十
五
日
ま
で
(
保
険
衛
生
課
)

五
時

入
国
恒
否

(
暴
力
団
閉
め
出
し
)

『
こ
う
あ
か
る
く
ち
ゃ
商

売
に
な
ら
ね
え
も
ん
な
』

政市村

f雲管室長225Z雲号野岳で自然公園大会
ぷ去さ震索定量さき完走だ洪さんらに表彰紋
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大

第
二
回
長
崎
県

自
然
公
園
大
会
は

八
月
十
二
、
十
三

日
市
内
松
原
野
岳

公
園
で
県
内
各
地

か
ら
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
、

ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
、

青
少
年

団
、
一
般
な
ど
約

四
百
名
が
参
加
し

て
盛
大
に
行
な
わ

民
館
(東
光
寺
、
北
木
場
、
今
山
)

栗
な
ど
が
出
ま
わ
り
ま
す
が
賀
瀬

1
時
J

2
時

野

田
町
総
代
宅

荒
瀬
郷
、

原
郷
付
近
の
野
山
の
柿

(
野
岳
南
・
北
、
野
田
、
卒
原
)
や
東
な
ど
を
子
供
た
ち
が
多
数
で

2
時
却
分

t
4時
松
原
公
民
取
り
落
し
に
容
り
ま
す
の
で
、
同

舘

(
橋
本
、
宮
本
、
浦
戸
、

二
区
地
区
の
人
た
ち
は
ど
各
家
庭
で
も

松
本
、
江
川
、
山
下
、
梶
ノ
尾
)

乙
の
よ
う
な
い
た
ず
ら
を
さ
せ
な

(
保
険
衛
生
課
)

い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
、

と
一
般
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

(萱
瀬
出
張
所
)

{毎月1日.10日.to日発行)

柿
栗
な
ど
を
取
ら

な

い

よ

う

に

こ
れ
か
ら
秋
の
味
覚
で
あ
る
柿

商
庖
の
経
営
講
座
を
開
催

昭
和
三
十
六
年
度
汚
物
処
理
手

数
料
第
二
期
分
(
七
・
八
・
九

月
)
分
の
納
制
限
は
九
月
二
十

五
日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
わ
す
れ
な
く
六
月
十
五
日
付

発
付
の
納
墾
扇
曹
を
、

ご
持

参
の
う
え
、
市
金
庫
あ
る
い
は

近
く
の
出
張
附
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。
ほ
お
、
納
額
告
知
書
を

紛
失
さ
れ
た
か
た
は
保
険
衛
生

課
ま
た
は
出
張
所
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
(
保
険
衛
生
課
)

昭和初年 8月 1日
(昭和日年4月zt日第三種郵便物認可〉

き
た
る
九
月
二
日
、
九
月
三

日
の
両
日
中
小
企
業
診
断
員
三

苫
、
福
永
両
先
生
を
招
い
て
商

庖
経
営
講
座
を
開
催
い
た
し
ま

す
の
で
多
数
受
講
さ
れ
そ
ち

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
聴
講
料
は
無
料
で
す
。

ム
会
場
H
商
工
会
欝
附
講
堂

ム
日
程
お
よ
び
講
輔
内
容

第
一
日
目
H

ゴ
ミ
手
数
料

(
7
1
9
月
)

分
の
納
入
は
お
固
ま
で

第
二
日
目
H

A
周
辺
地
区
商
庖
街
と
百
貨
庖


